伊勢崎市生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生実施要綱
（目的）
第１条　この要綱は、市民の自発的な生涯学習活動を支援するため、生涯学習に関する専門的な知識や経験、技術を持つ市民を生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生（以下「まなびぃ先生」という。）として発掘し、まなびぃ先生データバンク（以下「データバンク」という。）に登録し、その情報の提供及び活用をしていくことにより生涯学習の振興に寄与することを目的とする。

（登録の対象者）
第２条　まなびぃ先生としてデータバンクに登録することができる者は、次の各号のいずれにも該当するものとする。ただし、伊勢崎市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が特にデータバンクに登録することが適当であると認めた者は、この限りでない。
⑴　前条の目的を理解し、賛同する者
⑵　市内に在住し､在勤し、又は在学する１８歳以上の者

⑶　生涯学習に関する専門的な知識、経験及び技術を有し、生涯学習活動の支援ボランティアとしてふさわしく、かつ、意欲のある者

⑷　政治、宗教及び営利を目的としない者

（登録等）
第３条　データバンクに登録を希望する者は、生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生登録・更新申請書（様式第１号。以下「登録・更新申請書」という。）を教育委員会に提出しなければならない。
２　登録については、複数の分野・項目を登録することができる。
３　登録できる分野・項目は、別表第１に掲げるとおりとする。

４　教育委員会は、登録・更新申請書の内容が適切であると認める場合は、データバンクに登録するものとし、データバンクに登録された者（以下「登録者」という。）に伊勢崎市生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生登録証（様式第２号。以下「登録証」という。）を交付するものとする。

（登録の拒否）
第４条　教育委員会は、登録・更新申請書を提出した者について、登録をしないと決定したときは、当該申請書を提出した者に生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生不承認通知書（様式第３号）により通知するものとする。
（登録の変更）
第５条　登録者は、登録事項に変更が生じたときは、速やかに、教育委員会に生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生変更申請書（様式第４号）を提出しなければならない。

（登録の取消し）

第６条　教育委員会は、登録者が第２条に規定する要件を欠いたと認めるときは、その登録を取り消すことができる。

２　教育委員会は、前項の規定により登録を取り消したときは、登録者に対し生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生登録取消通知書（様式第５号）により通知するものとする。この場合において、登録を取り消された者は、教育委員会に登録証を速やかに返還しなければならない。

３　登録者が登録の取消しを申請するときは、教育委員会に生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生登録取消申請書（様式第６号）を提出するとともに、登録証を返還しなければならない。
（登録証の再交付）

第７条　登録者は、登録証を紛失したときは、教育委員会に生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生登録証再交付申請書（様式第７号。以下「登録証再交付申請書」という。）を提出し、登録証の再交付を受けなければならない。
２　前項の場合において、教育委員会は、登録証再交付申請書をデータバンクと照合し、その内容に相違がないときは、登録証を再交付するものとする。

３　登録者は、登録証が再交付された後に以前の登録証を発見した場合は、速やかに、発見された登録証を教育委員会に返還しなければならない。

（登録の期間等）
第８条　まなびぃ先生の登録期限は、登録した年度の翌年度の３月３１日までとする。ただし、登録者からデータバンクへの登録を取り消す旨の申請があったときは、この限りでない。

２　登録者は、前項に規定する登録期限後も引き続き登録の継続を希望するときは、教育委員会に登録・更新申請書を提出するものとする。

３　登録・更新申請書の提出期間は、登録満了日の２箇月前から１箇月前までの間とする。

４　登録期限後の登録を希望しない登録者は、登録期限終了後に登録証を速やかに教育委員会に返還しなければならない。
（情報の管理）

第９条　教育委員会は、登録者から登録事項の変更、更新等の申出があった場合は、データバンクの登録事項の修正を随時行うものとする。
２　前項に規定するもののほか、教育委員会は、伊勢崎市個人情報保護条例（平成１７年伊勢崎市条例第１８号）第１０条の規定に基づき、データバンクに登録された個人情報を適正に管理するものとする。
（情報の提供）
第１０条　登録者を活用しようとする、市内に在住し、在勤し、若しくは在学する者５人以上で構成する団体又は教育委員会が適当と認めた団体（以下「団体」という。）は、登録者を活用しようとする日の１箇月前までに、生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生活用申請書（様式第８号。以下「活用申請書」という。）を教育委員会に提出しなければならない。
２　教育委員会は、活用申請書の提出があったときは、登録者に申請内容を確認し、該当する登録者に関する情報を生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生活用通知書（様式第９号）をもって団体に提供するものとする。この場合において、教育委員会は、団体に対して、当該情報を他の活動に使用しないことを求めるものとする。

３　教育委員会は、データバンクに登録した内容を団体に提供することについて、あらかじめ登録者の同意を得ておくものとする。

（登録者の活用）

第１１条　情報の提供を受けた団体は、登録者と直接交渉し、その結果について、速やかに教育委員会に報告するものとする。

２　団体は、事業終了後２０日以内に生涯学習支援ボランティアまなびぃ先生活用報告書（様式第１０号）を教育委員会に提出するものとする。

（情報の提供の拒否）

第１２条　教育委員会は、団体の活動が次の各号に掲げるいずれかに該当する場合は、登録者に関する情報の提供を拒否するものとする。

⑴　公共の秩序を乱し、又は善良な風俗を阻害するおそれのあるとき。

⑵　政治、宗教又は営利を目的とした催し等を行うおそれのあるとき。

⑶　第１条の目的に反するおそれのあるとき。

（研修）
第１３条 　登録者は、自ら研鑚に努めるとともに、必要に応じて研修を受け、生涯学習の支援者たる者として資質の向上を図るものとする。

（活動中の事故）

第１４条　団体は、学習内容に応じて事前に事故防止策や傷害保険等への加入等安全確保を行わなければならない。
２　教育委員会は、登録者又は団体の活動中の事故等について、その責めを負わない。

（経費）

第１５条　登録者に対する謝礼は無料とする。

２　団体は、学習に要する費用及び登録者に係る旅費等の経費については実費負担するものとする。

（庶務）

第１６条　この事業に係る庶務は、教育委員会事務局教育部生涯学習課において処理する。　

（委任）

第１７条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附　則
この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。
